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２㹁２㸯 

 

ⱝ手研究㛤発者の研究㛤発環境とࣔチ࣋ーࣙࢩンに関する㉁的研究 

 

 
 （金間大௓㸦໭ᾏ㐨情報大学ۑ

 

 

 
 

㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ 

現ᅾ㸪新⯆ᅜをもྵめた⇚Ⅿな➇த環境ୗにある日本⤒῭にとって㸪⥅続的な知識๰造による➇தຊ

の⥔持・ᙉ化は重要な課題となっている。一方で㸪知識๰造の源Ἠとなる多くの研究㛤発の分㔝におい

て㸪アジアやḢᕞㅖᅜの⃭しい㏣い上ࡆにあい㸪ୡ⏺における日本の相対的なᏑᅾ感は㉁・㔞ともに低

ୗしつつある。そこで本研究では㸪大学や公的研究機関にᡤ属するⱝ手のᢏ⾡系ேᮦに╔目し㸪ᙼらの

研究㛤発に対する動機づけを分析した。ⱝ手研究者やᢏ⾡者のࣔチ࣋ーࣙࢩンをつ定する要因を明らか

にしᨻ策や⤒Ⴀに活かせࡤ㸪ྛ ಶேのࣔチ࣋ーࣙࢩンを高めることによって㸪⤌⧊や研究コ࣑ࣗࢽティ㸪

さらにはᅜやᆅ域全యの活性化に㈉献することができる。そこでᐇ㝿に研究㛤発の最๓⥺で仕事をして

いるⱝ手研究㛤発者に対しインタࣗࣅーを行い㸪どのような時に研究㛤発に対するࣔチ࣋ーࣙࢩンが向

上し㸪より๰造的なパ࢛ࣇー࣐ンスを発᥹できるのかをᢕᥱすることを目的とした。リࢧーチクエスチ

ࣙンとしてḟの 3つの課題をタ定し㸪ⱝ手研究㛤発者の動機づけᴫ念のᙧᡂをヨࡳた。 

 

課題 1㸸ⱝ手研究㛤発者のࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上・低ୗ要因を明らかにする 

課題 2㸸ࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上・低ୗ要因がⱝ手研究㛤発者の仕事ࡪりに与える影響を明らかにする 

課題 3㸸ⱝ手研究㛤発者のࣔチ࣋ーࣙࢩンを高める方策を᥈る 

 

２㸬ඛ⾜◊✲ 

本研究では㸪外発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンと内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンいう 2つのᴫ念に↔Ⅼを⨨く。ࣔチ࣋ー

㸪ಶேの๰造性に対ࡕンはよりᨭ配的な要⣲を持ࣙࢩンに関する研究者の間では㸪外発的ࣔチ࣋ーࣙࢩ

し正と負の୧方の影響を与えると考えられている㸦Chen㸪Ford & Farris㸪1999㸹Mangelsdorf㸪2009）。

౛えࡤ㸪Ḣᕞの多ᅜ⡠௻業にᡤ属する研究者 1,544ேを対象とした研究では㸪給与㸪᪼㐍機会㸪㈹与の

3つが最も影響ຊのあるࣔチ࣋ーࣙࢩンであるとした㸦Manolopoulos㸪2006）。一方㸪Lee & Maurer㸦1997）

は㸪研究者の報㓘について㸪金㖹や᪼㐍などの外的報㓘よりも㸪ࡴしろྛ研究者の意向に合ったキャリ

アプランや㸪ᑗ来の㞠用の可能性を高めるような⤒験を✚ࡴためのᩍ⫱・カ⦎㸪およࡧ能ຊ㛤発の場の

ᥦ౪を重どするᚲ要性をᙉ調している。 

一方㸪内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンは少なくとも外発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンと同等㸪あるいはそれ௨上に研究者

の知識๰造活動をಁ㐍するのに᭷ຠであることを♧၀する研究報告もある㸦౛えࡤ㸪Sauerman & Cohen㸪

2008）。内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンの研究を㛗年続けた Deci & Flaste㸦1995）は㸪内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンを

向上させる最大の㘽として㸪自ᚊ性・᭷能感・関ಀ性をᣲࡆている。また㸪外的報㓘は内発的ࣔチ࣋ー

 。ンを㜼ᐖする可能性があると結論づけているࣙࢩ

 本研究では㸪もう 1つのὀ目す࡭き理論として㸪動機づけ－⾨生理論をᣲࡆる㸦Herzberg, Mausner, 

& Snyderman, 1959）。Herzbergらは㸪ࣆッࢶバーグᕷ内の⣙ 200ྡのエンジࢽアと会計ኈにインタࣗࣅ

ーし㸪仕事の上で⤒験した事᯶のうࡕ㸪職務‶足ᗘが㝿❧って向上した౛と㸪㏫に職務‶足ᗘが㢧ⴭに

低ୗした౛をᑜࡡた。その結果㸪ḟの 5つの要因－㐩ᡂ㸪ᢎ認㸪仕事そのもの㸪㈐௵㸪᪼㐍－が職務‶

足に大きく㈉献しているとともに㸪これらの 5要因は㸪職務に関する୙‶足を㏙࡭た時には࡯とࢇどゝ



― 385―

２㹁２㸯 

 

ⱝ手研究㛤発者の研究㛤発環境とࣔチ࣋ーࣙࢩンに関する㉁的研究 

 

 
 （金間大௓㸦໭ᾏ㐨情報大学ۑ

 

 

 
 

㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ 

現ᅾ㸪新⯆ᅜをもྵめた⇚Ⅿな➇த環境ୗにある日本⤒῭にとって㸪⥅続的な知識๰造による➇தຊ

の⥔持・ᙉ化は重要な課題となっている。一方で㸪知識๰造の源Ἠとなる多くの研究㛤発の分㔝におい

て㸪アジアやḢᕞㅖᅜの⃭しい㏣い上ࡆにあい㸪ୡ⏺における日本の相対的なᏑᅾ感は㉁・㔞ともに低

ୗしつつある。そこで本研究では㸪大学や公的研究機関にᡤ属するⱝ手のᢏ⾡系ேᮦに╔目し㸪ᙼらの

研究㛤発に対する動機づけを分析した。ⱝ手研究者やᢏ⾡者のࣔチ࣋ーࣙࢩンをつ定する要因を明らか

にしᨻ策や⤒Ⴀに活かせࡤ㸪ྛ ಶேのࣔチ࣋ーࣙࢩンを高めることによって㸪⤌⧊や研究コ࣑ࣗࢽティ㸪

さらにはᅜやᆅ域全యの活性化に㈉献することができる。そこでᐇ㝿に研究㛤発の最๓⥺で仕事をして

いるⱝ手研究㛤発者に対しインタࣗࣅーを行い㸪どのような時に研究㛤発に対するࣔチ࣋ーࣙࢩンが向

上し㸪より๰造的なパ࢛ࣇー࣐ンスを発᥹できるのかをᢕᥱすることを目的とした。リࢧーチクエスチ

ࣙンとしてḟの 3つの課題をタ定し㸪ⱝ手研究㛤発者の動機づけᴫ念のᙧᡂをヨࡳた。 

 

課題 1㸸ⱝ手研究㛤発者のࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上・低ୗ要因を明らかにする 

課題 2㸸ࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上・低ୗ要因がⱝ手研究㛤発者の仕事ࡪりに与える影響を明らかにする 

課題 3㸸ⱝ手研究㛤発者のࣔチ࣋ーࣙࢩンを高める方策を᥈る 

 

２㸬ඛ⾜◊✲ 

本研究では㸪外発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンと内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンいう 2つのᴫ念に↔Ⅼを⨨く。ࣔチ࣋ー

㸪ಶேの๰造性に対ࡕンはよりᨭ配的な要⣲を持ࣙࢩンに関する研究者の間では㸪外発的ࣔチ࣋ーࣙࢩ

し正と負の୧方の影響を与えると考えられている㸦Chen㸪Ford & Farris㸪1999㸹Mangelsdorf㸪2009）。

౛えࡤ㸪Ḣᕞの多ᅜ⡠௻業にᡤ属する研究者 1,544ேを対象とした研究では㸪給与㸪᪼㐍機会㸪㈹与の

3つが最も影響ຊのあるࣔチ࣋ーࣙࢩンであるとした㸦Manolopoulos㸪2006）。一方㸪Lee & Maurer㸦1997）

は㸪研究者の報㓘について㸪金㖹や᪼㐍などの外的報㓘よりも㸪ࡴしろྛ研究者の意向に合ったキャリ

アプランや㸪ᑗ来の㞠用の可能性を高めるような⤒験を✚ࡴためのᩍ⫱・カ⦎㸪およࡧ能ຊ㛤発の場の

ᥦ౪を重どするᚲ要性をᙉ調している。 

一方㸪内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンは少なくとも外発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンと同等㸪あるいはそれ௨上に研究者

の知識๰造活動をಁ㐍するのに᭷ຠであることを♧၀する研究報告もある㸦౛えࡤ㸪Sauerman & Cohen㸪

2008）。内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンの研究を㛗年続けた Deci & Flaste㸦1995）は㸪内発的ࣔチ࣋ーࣙࢩンを

向上させる最大の㘽として㸪自ᚊ性・᭷能感・関ಀ性をᣲࡆている。また㸪外的報㓘は内発的ࣔチ࣋ー

 。ンを㜼ᐖする可能性があると結論づけているࣙࢩ

 本研究では㸪もう 1つのὀ目す࡭き理論として㸪動機づけ－⾨生理論をᣲࡆる㸦Herzberg, Mausner, 

& Snyderman, 1959）。Herzbergらは㸪ࣆッࢶバーグᕷ内の⣙ 200 ྡのエンジࢽアと会計ኈにインタࣗࣅ

ーし㸪仕事の上で⤒験した事᯶のうࡕ㸪職務‶足ᗘが㝿❧って向上した౛と㸪㏫に職務‶足ᗘが㢧ⴭに

低ୗした౛をᑜࡡた。その結果㸪ḟの 5つの要因－㐩ᡂ㸪ᢎ認㸪仕事そのもの㸪㈐௵㸪᪼㐍－が職務‶
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ཬされなかったことを見出した。一方㸪୙‶足要因としてᣲࡆられたのは㸪会社のᨻ策や⤒Ⴀ方㔪㸪⟶

理㸪給与㸪対ே関ಀ㸪స業᮲件であり㸪これらが職務‶足をᣍく事᯶に出現することはᴟめて⛥であっ

たとしている㸦Herzberg㸪1968）。これらの結果については㸪多くの㏣ヨにより᳨ドされている㸦౛え

 。（㸪Schwartz, 1963ࡤ

本研究では㸪これらの研究ᡂ果を参考にしながら㸪主に大学や公的研究機関のⱝ手研究㛤発者を分析

の中心にᤣえた。 

 

３㸬◊✲᪉ἲ 

本研究ではⱝ手の研究者・ᢏ⾡者に対しインタࣗࣅーを行い㸪┤᥋ᙼらの研究㛤発活動に対するࣔチ

࣋ーࣙࢩンをఛった。インタࣗࣅーは 4大学㸦A大学㸪B大学㸪C大学㸪D大学）ならࡧに 1公的研究機

関㸦E研究ᡤ）から㑅出された合計 19 ྡを対象とした。ᅇ⟅者の年㱋ᒙは 28ṓから 41ṓで㸪研究⤒Ṕ

は最も短いᅇ⟅者で⣙ 1年㸪最も㛗いᅇ⟅者で⣙ 11年であった。また㸪19ྡ中 17ྡが༤ኈྕの学఩を

ྲྀ得しており㸪ṧりの 2ྡはಟኈྕをྲྀ得していた。ᅇ⟅者のᑓ門分㔝は㸪ᮦ料工学㸦高分子化学㸪⾲

㠃科学㸪ᮦ料ᙉᗘタ計㸪ゐ፹化学など）が 6 ྡ㸪コンࣗࣆータ・ࢧイエンスならࡧに情報科学が 4 ྡ㸪

環境工学・㒔ᕷ工学が 3ྡ㸪㟁Ẽ・㟁子・ග工学が 3ྡ㸪生࿨科学が 3ྡであった。 

本研究では㸪インタࣗࣅー方法として༙構造化㠃᥋法を᥇用した。㑅出されたᅇ⟅者に対し㸪文書あ

るいはཱྀ㢌にて本研究の㊃᪨をㄝ明した上で㸪1ேあたりᖹᆒ⣙ 50分のインタࣗࣅーを行った。インタ

ーで用意した㉁ၥはḟのࣗࣅ 3ၥである。これらの㉁ၥ項目は㸪Herzbergや他の研究者たࡕが Herzberg, 

Mausner, & Snyderman㸦1959）の研究結果を᳨ドする㝿に活用したものを参考にసᡂした㸦Herzberg㸪

1968; Schwartz, 1963）。 

 

㉁ၥ 1「あなたが研究㛤発を行うにあたり㸪ᙉい充ᐇ感を感じたり㸪意ḧが向上したときのことをᩍ 

えてୗさい」 

㉁ၥ 2「そのような感情は㸪どのくらい⥅続しましたか㸽」 

㉁ၥ 3「そのような感情は㸪あなたの仕事ࡪりにどのように影響しましたか㸽」 

 

ḟに㸪ྛᅇ⟅者がླྀ㏙した事᯶やストーリーを要⣙し㸪ྛカテࢦリーにコード化するస業を行った。

‽ഛしたカテࢦリーは㸪Herzberg㸦1959）㸪Locke & Latham㸦1984）を参考としたḟの 16項目である㸸

「㐩ᡂ・課題のゎỴ」「評価・ᢎ認」「仕事そのもの」「㈐௵」「᪼㐍」「ᡂ㛗の可能性」「目ᶆのタ定」「⟶

理・┘╩」「ᡤ属⤌⧊のᨻ策や⤒Ⴀ方㔪」「స業᮲件」「他者との関ಀ」「⚟฼ཌ生」「職務保㞀」「給与」

「ಶே生活」「໅務時間」。これらに㸪現ᅾの研究㛤発環境の特Ṧ性を考慮し㸪「➇த的環境」をຍえた。 

 

㸲㸬⤖ᯝ࡜⪃ᐹ 

㸲㸬㸯 どࢇな時ࣔチ࣋ーࣙࢩンが向上㸦低ୗ）したか㸽 

 ㉁ၥ 1では㸪ⱝ手研究㛤発者に対し㸪㢧ⴭにࣔチ࣋ーࣙࢩンが向上㸦低ୗ）した時の事᯶についてᑜ

リーにコード化した。その結果をᅗࢦた。そしてその内容を要⣙し㸪17のカテࡡ 1に♧す。 

ᅗ 1では㸪ྑഃにࣔチ࣋ーࣙࢩンが向上したとされる事᯶の件ᩘを㸪ᕥഃにはࣔチ࣋ーࣙࢩンの低ୗ

が現れた事᯶の件ᩘを♧している。ࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上がࡳられた事᯶は合計 48 件で㸪ࣔチ࣋ーࢩ

ࣙンの低ୗがࡳられた事᯶は合計 20 件であった。また㸪ᙜึカテࢦリーは 17用意したが㸪「㈐௵」「᪼

㐍」「ᡤ属⤌⧊のᨻ策や⤒Ⴀ方㔪」「他者との関ಀ」「⚟฼ཌ生」「ಶே生活」「໅務時間」の 7 項目に関

するゝཬは一ษなされなかった。 

 ᅗ 1に♧した結果から㸪ྛカテࢦリーは 2つのグループに別けて考えることができる。➨ 1のグルー

プは㸪ࣔチ࣋ーࣙࢩン向上の要因となる㢖ᗘの高いグループである。➨ 2のグループは㸪ࣔチ࣋ーࣙࢩ

ンの向上と低ୗにつながったとする件ᩘが同⛬ᗘのグループである。 
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達成・ㄢ題の解Ỵ
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1

モチベーションのྥ上に㛵䛩るゝཬモチベーションの低下に㛵䛩るゝཬ

0

0
第1䜾ループ

第2䜾ループ

 
ᅗ 1 カテࢦリーࡈとに見たࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上㸦低ୗ）に関する事᯶のゝཬᩘ 

 

㸲㸬㸰 ࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上㸦低ୗ）要因の仕事ࡪりに対する影響 

㉁ၥ 3では㸪㉁ၥ 1で㏙࡭られた事᯶が㸪ᅇ⟅者のそのᚋの仕事ࡪりにどのように影響したのかをᑜ

➨た。その結果㸪ここでもࡡ 1グループと➨ 2グループの間でᕪ異が見られた。そのᕪ異は㸪大きく別

けてḟの 2Ⅼに集⣙される。 

➨ 1のᕪ異Ⅼは㸪研究㛤発活動の過⛬に関ಀしている。➨ 1グループにᣲࡆられた要因は㸪新しい方

法論の活用㸦㐩ᡂ・課題のゎỴ）㸪ㄡもᣮᡓしていないようなテー࣐࡬のチャレンジ㸦仕事そのもの）㸪

自分のᑓ門とは異なる分㔝㸦知識）࡬のアクセス㸦ᡂ㛗の可能性）㸪新しいே的ネットワークの構築㸦ᡂ

㛗の可能性）㸪自ᚊ的な研究テー࣐や方法論のᥦ᱌㸦仕事そのもの）などをヨࡳるきっかけとなったと

するᅇ⟅が多く得られた。一方㸪➨ 2 グループでは㸪より精ᗘの高いᡂ果の㏣ồ㸦評価・ᢎ認）㸪他者

にさきがけた研究ᡂ果の発⾲㸦➇த的環境）㸪時間の短⦰㸦職務保㞀）㸪より多くのデータが得られる研

究手法の㑅ᢥ㸦➇த的環境）㸪ὀ目ᗘの高いテー࣐࡬の参ධ㸦職務保㞀）㸪より⤫⋡された方法論の活用

㸦⟶理・┘╩）㸪௬ㄝ᳨ドᆺの方法論の多用㸦⟶理・┘╩）等につながったとするゝཬが多く聞かれた。 

すなࡕࢃ㸪➨ 1グループのྛカテࢦリーに関する要因によって高められたࣔチ࣋ーࣙࢩンは㸪新しい

研究手法やテー࣐࡬のチャレンジをಁすഴ向にあり㸪それをᐇ行するのにᚲ要な知識やネットワーク࡬

のアクセスも同時にಁ㐍させるຠ果があった。それに対し➨ 2グループのྛ要因は㸪研究をຠ⋡化させ㸪

↓㥏を᤼㝖させようとするຊがస用していた。 

そして➨1グループと➨2グループを㝸てるもう1つのᕪ異Ⅼは㸪ࣔ チ࣋ーࣙࢩンのᙉさに関ಀする。

㉁ၥ 2に対するᅇ⟅結果からᾋかࡧ上がってきたように㸪➨ 1グループの要因は㸪ẚ㍑的㛗ᮇ間にࢃた

って⥅続していた。ただしそれは㸪㉁ၥ 3のᅇ⟅結果によると㸪⤯えずᙉいࣔチ࣋ーࣙࢩンを⥅続して

いるࢃけではなく㸪ࡴしろ✜やかで⦆やかな感情として㛗ᮇ的に保持されていた。したがって㸪ࣔチ࣋

ーࣙࢩンのᙉさそのものは㸪あまり大きくないとゝえる。一方㸪➨ 2グループでは㸪➨ 1グループとは

㏫に高まったࣔチ࣋ーࣙࢩンはẚ㍑的短ᮇ間しか⥅続されないものの㸪そのᙉᗘは大きく㸪⥭ᙇ感をも

たらすものであったというゝཬが目❧った。 

௨上の結果を⾲ 2とᅗ 2にまとめた。ここまで分㢮してきた 2つのグループは㸪明らかにその性㉁を

異にしている。➨ 1のグループのྛ要因は㸪基本的に研究㛤発の内容に対する⯆࿡や自分自㌟の知識・

能ຊの向上㸪あるいはそれらの相஫関ಀにࣔチ࣋ーࣙࢩンの源Ἠがある。一方で➨ 2グループのྛ要因

は㸪全てఱらかの研究㛤発環境のኚ化に㉳因している。そこで➨ 1のグループを「内発的動機づけ要因」㸪

➨ 2のグループを「研究㛤発環境要因」とྡ௜けた。 
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ᅗ 1 カテࢦリーࡈとに見たࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上㸦低ୗ）に関する事᯶のゝཬᩘ 

 

㸲㸬㸰 ࣔチ࣋ーࣙࢩンの向上㸦低ୗ）要因の仕事ࡪりに対する影響 

㉁ၥ 3では㸪㉁ၥ 1で㏙࡭られた事᯶が㸪ᅇ⟅者のそのᚋの仕事ࡪりにどのように影響したのかをᑜ

➨た。その結果㸪ここでもࡡ 1グループと➨ 2グループの間でᕪ異が見られた。そのᕪ異は㸪大きく別

けてḟの 2Ⅼに集⣙される。 

➨ 1のᕪ異Ⅼは㸪研究㛤発活動の過⛬に関ಀしている。➨ 1グループにᣲࡆられた要因は㸪新しい方

法論の活用㸦㐩ᡂ・課題のゎỴ）㸪ㄡもᣮᡓしていないようなテー࣐࡬のチャレンジ㸦仕事そのもの）㸪

自分のᑓ門とは異なる分㔝㸦知識）࡬のアクセス㸦ᡂ㛗の可能性）㸪新しいே的ネットワークの構築㸦ᡂ

㛗の可能性）㸪自ᚊ的な研究テー࣐や方法論のᥦ᱌㸦仕事そのもの）などをヨࡳるきっかけとなったと

するᅇ⟅が多く得られた。一方㸪➨ 2 グループでは㸪より精ᗘの高いᡂ果の㏣ồ㸦評価・ᢎ認）㸪他者

にさきがけた研究ᡂ果の発⾲㸦➇த的環境）㸪時間の短⦰㸦職務保㞀）㸪より多くのデータが得られる研

究手法の㑅ᢥ㸦➇த的環境）㸪ὀ目ᗘの高いテー࣐࡬の参ධ㸦職務保㞀）㸪より⤫⋡された方法論の活用

㸦⟶理・┘╩）㸪௬ㄝ᳨ドᆺの方法論の多用㸦⟶理・┘╩）等につながったとするゝཬが多く聞かれた。 

すなࡕࢃ㸪➨ 1グループのྛカテࢦリーに関する要因によって高められたࣔチ࣋ーࣙࢩンは㸪新しい

研究手法やテー࣐࡬のチャレンジをಁすഴ向にあり㸪それをᐇ行するのにᚲ要な知識やネットワーク࡬

のアクセスも同時にಁ㐍させるຠ果があった。それに対し➨ 2グループのྛ要因は㸪研究をຠ⋡化させ㸪

↓㥏を᤼㝖させようとするຊがస用していた。 

そして➨1グループと➨2グループを㝸てるもう1つのᕪ異Ⅼは㸪ࣔ チ࣋ーࣙࢩンのᙉさに関ಀする。

㉁ၥ 2に対するᅇ⟅結果からᾋかࡧ上がってきたように㸪➨ 1グループの要因は㸪ẚ㍑的㛗ᮇ間にࢃた

って⥅続していた。ただしそれは㸪㉁ၥ 3のᅇ⟅結果によると㸪⤯えずᙉいࣔチ࣋ーࣙࢩンを⥅続して

いるࢃけではなく㸪ࡴしろ✜やかで⦆やかな感情として㛗ᮇ的に保持されていた。したがって㸪ࣔチ࣋

ーࣙࢩンのᙉさそのものは㸪あまり大きくないとゝえる。一方㸪➨ 2グループでは㸪➨ 1グループとは

㏫に高まったࣔチ࣋ーࣙࢩンはẚ㍑的短ᮇ間しか⥅続されないものの㸪そのᙉᗘは大きく㸪⥭ᙇ感をも

たらすものであったというゝཬが目❧った。 

௨上の結果を⾲ 2とᅗ 2にまとめた。ここまで分㢮してきた 2つのグループは㸪明らかにその性㉁を

異にしている。➨ 1のグループのྛ要因は㸪基本的に研究㛤発の内容に対する⯆࿡や自分自㌟の知識・

能ຊの向上㸪あるいはそれらの相஫関ಀにࣔチ࣋ーࣙࢩンの源Ἠがある。一方で➨ 2グループのྛ要因

は㸪全てఱらかの研究㛤発環境のኚ化に㉳因している。そこで➨ 1のグループを「内発的動機づけ要因」㸪

➨ 2のグループを「研究㛤発環境要因」とྡ௜けた。 

⾲2 ࣔチ࣋ーࣙࢩンの研究㛤発環境要因と内発的動機づけ要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᅗ2 研究㛤発環境要因と内発的動機づけ要因におけるࣔチ࣋ーࣙࢩンのᙉさと⥅続性の関ಀ 
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